
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 土 　　　①10:30～　②14:00～
2 日

3 月 休館日 休館日
4 火 休館日
5 水

6 木

7 金

8 土 　　　 　　　　　　　　 きのこの子 　　　①10:30～　②14:30～
9 日  　　　
10 月 休館日 休館日
11 火 休館日       
12 水

13 木

14 金

15 土 　　　　　　　 　　　
16 日

17 月 休館日 休館日
18 火 休館日
19 水 　　　
20 木

21 金

22 土 　　　 おひさまの会         もこもこ
23 日 　　  
24 月 休館日 休館日
25 火 休館日
26 水

27 木

28 金 　　　　 　　　　　

29 土 　　　　　 

30 日

 敬老の日　読書のすすめ 動物愛護週間 旅に出よう！

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１８年9月１日 第６９号）

発行
中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455
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☆講座

「手織りコースターを

作ろう」

9月8日(土) 13:30～

サン・グレートみやこ

『AQUA LIFE』
熱帯魚を中心に、水の生物

についての情報誌。一般的

な知識からマニアックな知

識まで網羅。(中央館所蔵)

『シティ情報ふくおか』
福岡都市圏のタウン情報

誌。イベントやグルメなど

地域の情報が満載。

(勝山館所蔵)

『目の眼』

古美術・骨董の情報誌。現

代工芸作家の紹介の記事な

ど、古美術品に親しむ情報

も満載。(犀川館所蔵)

平成30年度現在、み

やこ町の図書館では

241種類の雑誌を取り

扱っています。

原則として最新号の

貸出はできません。

バックナンバーは貸出

できますので、どうぞ

☆ギャラリー

「豊津寺子屋

夏休み学期作品展」

9月1日(土)

～9月14日(金)



～小説～ 

■『絶対に出る世界の幽霊屋敷』 ロバート・グレ

ンビル(著) 日経ナショナルジオグラフィック社 

■『AI に負けない「教育」』 渡部信一(著) 大修館

書店 ■『ほんとうはこわい植物図鑑』 小林正明

(監修) 大泉書店 ■『詳しくわかる脳梗塞の治療

と安心生活』 高木誠(監修) 主婦と生活社 ■『麺・

丼・おかずの爆速バズレシピ 101』 リュウジ(著) 

扶桑社 ■『清原和博告白』 清原和博(著) 文藝春

秋 ■『走り続ける力』 山中伸弥(著) 毎日新聞出

版 ■『サリン事件死刑囚中川智正との対話』 ア

ンソニー・トゥー(著) KADOKAWA  

～その他～ 

『腸と脳』 エムラン・メイヤー(著) 高橋 洋(訳) 

           紀伊国屋書店（2018） 

腸は第二の脳と言えるほど、重要な働

きをする。また腸内細菌も私たちが思

うより、ずっと重要な働きをしている。

その人の性格や気分にまで影響を与え

るなど、腸はただの消化器官ではない。

体の不思議に興味のわく本だ。［和］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『送り火』 高橋弘希(著) 文藝春秋 ■『焦土の刑

事』 堂場瞬一(著) 講談社 ■『能面検事』 中山七里

(著) 光文社 ■『むすびつき』 畠中恵(著) 新潮社 

■『彼女は頭が悪いから』 姫野カオルコ(著) 文藝春

秋 ■『この世界で君に逢いたい』 藤岡陽子(著) 光

文社 ■『大奥づとめ』 永井紗耶子(著) 新潮社  ■

『四十歳、未婚出産』 垣谷美雨(著) 幻冬舎 ■『鏡

の背面』 篠田節子(著) 集英社 ■『一億円のさよう

なら』 白石一文(著) 徳間書店 ■『スケルトン・キ

ー』 道尾秀介(著) KADOKAWA ■『正義の申し子』 

染井為人(著) KADOKAWA  

 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『紅のアンデッド』川瀬 七緒（作）講談社（2018） 

         法医昆虫学捜査官シリーズ第 6

弾。今回、赤堀と虫たちは、事

件の遺体がなかなか見つからず

苦戦。活躍の虫は、うじ虫やハ

エではなく、やけど虫たち。最

後まで事件の全容がつかめず。

気が抜けない 1 冊。 [台] 

         

『にげましょう』  河田 惠昭(著) 

共同通信社（2014） 

  自然災害で命を守るには、

早く安全な場所に逃げる事。

本書では逃げるタイミング

をイラストつきで災害別に

説明しています。親子で読め

る防災絵本です。[凛] 

 

                   『とりあえずウミガメのスープを仕込もう。』 

宮下 奈都(著) 扶桑社(2018) 

食べ物に関するエッセイ。食にま

つわるエピソードが豊かに語られて

いる。度々登場する家族の話が微笑

ましく、何だかこちらまでほっこり

させられる 1 冊。  

[はりねずみ] 

『機長、事件です！』  秋吉 理香子(著)  

KADOKAWA(2017) 

成田⇔シャルル・ド・ゴールのフ

ライトで次々起こる事件を天才女機

長が解決していくトラベルミステリ

－。パイロットやＣＡの仕事、飛行

機の操縦についても詳しく描かれて

おり、そちらも楽しめる。 [ま] 

 

 

 

               [ま] 

『明治の細密工芸』 

山下 裕二（監修） 平凡社 （2014） 

 明治時代に作られ、西洋の人々を驚

愕させた作品の数々。それらを七宝、

金工、自在置物、陶磁器、漆芸など、

カテゴリーごとに紹介した本です。超

絶技巧が駆使された作品に、目を奪わ

れること間違いなしです。 ［Ｍａ］ 
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